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ア
が
誕
生
す
る
な
ど
、
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
商
学
部
は
専
修
大
学
創
立

１
４
０
周
年
を
め
ど
に
、
生

田
か
ら
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

移
設
さ
れ
ま
す
。
培
っ
て
き

た
地
域
密
着
の
姿
勢
を
、
神

田
と
い
う
新
た
な
舞
台
で
も

生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

ま
ち
や
市
民
と
の
共
存
の
中

で
と
も
に
前
進
す
る
大
学
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
商
学
部
に
限
ら
ず
、
専
大

の
学
生
は
、
い
い
も
の
を
持

っ
て
い
る
の
に
一
歩
踏
み
出

す
気
迫
が
不
足
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
刺
激
を
与
え
、
少
し
だ

け
背
中
を
押
す
こ
と
で
開
花

す
る
学
生
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ゼ
ミ
活
動
や
、
一
方
通

行
で
な
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
教
室
に
取
り
込

み
、
強
化
す
る
こ
と
は
大
学

教
育
で
最
も
必
要
な
こ
と
。

そ
し
て
、
卒
業
生
が
各
界
で

活
躍
し
て
い
る
の
も
大
き
な

励
み
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
、
商
学
教
育
１
１
０

周
年
、
学
部
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
商
学
部
。
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

ジ
ネ
ス
、
会
計
な
ど
に
か
か

わ
る
実
践
的
な
知
識
や
技

術
、
セ
ン
ス
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
実
学
を
学
ぶ
上
で
大
切
な

の
は
地
域
と
の
か
か
わ
り
で

す
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、
学
生

た
ち
の
視
点
で
ま
ち
を
活
気

づ
け
よ
う
と
、
川
崎
市
多
摩

区
や
中
原
区
の
商
店
街
と
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
自
治
体

や
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
場
に
飛
び
込
ん
で
商
店

街
の
問
題
点
を
と
ら
え
る
。

買
い
物
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し

て
利
用
促
進
策
を
考
え
る
。

打
ち
水
を
し
た
り
、
手
描
き

マ
ッ
プ
を
作
っ
た
り
。

　
学
生
た
ち
は
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
体
験
し
、
実
践
す
る

こ
と
で
社
会
性
を
育
み
、
就

職
活
動
で
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

方
々
に
は
、
学
生
の
若
々
し

い
発
想
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ

い
ま
す
。
以
前
、
あ
る
教
え

子
が
訪
ね
て
き
た
と
き
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
坂
を
上

り
な
が
ら
涙
が
出
そ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う

な
感
情
豊
か
な
、
専
修
大

学
に
愛
着
を
持
っ
た
学
生
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

我
々
の
教
育
は
十
分
に
実
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
専
門
は
「
組
織
行
動

論
」。
組
織
で
働
い
て
い
る

人
々
が
ど
う
し
た
ら
や
る
気

を
出
す
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
ど
の
よ
う
に
発
揮
す
れ

ば
い
い
か
。
ど
う
す
れ
ば
個

人
と
組
織
と
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
の
状
態
に
な
れ
る
の
か
。

そ
れ
が
私
の
専
門
分
野
の
永

遠
の
テ
ー
マ
で
す
。

　
学
部
長
と
し
て
、
教
職
員

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
経
営
学
部
が

持
っ
て
い
る
革
新
性
や
斬
新

さ
を
生
か
し
つ
つ
、
専
門
性

を
高
め
る
た
め
に
２
学
科
制

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
和
の
心
、
協
力

の
精
神
の
下
で
、
私
は
ま
と

め
役
に
徹
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
20
歳
前
後
の
学
生
の
多
く

は
、
確
固
た
る
自
分
と
い
う

も
の
が
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
夢
を
探
し
て
い
る

段
階
だ
と
思
い
ま
す
。
模
索

す
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
分

野
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
試
し
て
い
く
な
か

で
、
こ
う
い
う
道
も
あ
る
の

だ
と
分
か
る
。
悩
む
た
め
の

材
料
が
必
要
な
わ
け
で
す

が
、
経
営
学
部
は
多
様
な
テ

ー
マ
制
を
通
じ
て
、
そ
の
材

料
を
提
供
し
ま
す
。

　
一
方
で
既
に
自
分
の
夢
を

持
っ
て
い
る
学
生
に
対
し
て

は
、
そ
の
夢
が
か
な
え
ら
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま

す
。
学
生
個
々
人
の
成
長
を

手
助
け
す
る
の
が
、
経
営
学

部
の
最
も
大
き
な
特
徴
で

す
。

　「
専
修
大
学
経
営
学
部
で

よ
か
っ
た
」。
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
、
こ
ん
な
ふ
う
に

感
じ
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思

　
商
学
は
「
実
学
」
を
基
盤

に
す
る
学
問
。
基
本
的
な
知

識
や
理
論
を
学
び
、
社
会
の

現
象
を
「
課
題
」
と
し
て
認

識
し
、
解
決
策
を
見
い
だ

す
。
学
生
に
は
そ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ビ

【
略
歴
】
１
９
８
５
年
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
博

士
（
商
学
）。
99
年
本
学
商
学
部
助
教
授
、
２
０
０
１
年
同
教
授
。
15
年
４
月
か
ら

大
学
院
商
学
研
究
科
長
。
専
門
は
、
流
通
論
、
流
通
政
策
論
。
好
き
な
こ
と
ば
は

「
ハ
ン
グ
リ
ー
で
あ
れ
。
愚
か
者
で
あ
れ
」
（
Ｓ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
）。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

や
絵
画
の
鑑
賞
で
息
抜
き
。
神
奈
川
県
出
身
。
56
歳
。

　
経
営
学
部
は
ビ
ジ
ネ
ス
研

究
な
ど
少
人
数
の
授
業
が
多

く
、
提
供
す
る
科
目
も
多

彩
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
も
充
実

し
て
お
り
教
員
と
学
生
と
の

距
離
が
近
い
こ
と
が
魅
力
で

す
。
一
人
一
人
に
あ
っ
た
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
略
歴
】
１
９
９
２
年
韓
国
延
世
大
学
校
大
学
院
経
営
学
科
修
士
課
程
修
了
、
93
年

国
費
留
学
生
と
し
て
来
日
。
98
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
商
学
博
士
。
99
年
本
学
経
営
学
部
講
師
。
２
０
０
２
年
同
助
教
授
。
准
教
授
を

経
て
08
年
同
教
授
。
最
近
心
に
留
め
て
い
る
こ
と
ば
は
「
人
生
あ
と
50
年
あ
る
」。

趣
味
は
水
泳
、
大
学
の
プ
ー
ル
に
も
通
う
。
韓
国
全
羅
南
道
高
興
郡
出
身
。
51
歳
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
４
学
部
の
学
部
長
選
と
、
佐
々

木
重
人
商
学
部
長
の
学
長
就
任
に
伴
う
商
学
部
の
学

部
長
選
が
各
学
部
教
授
会
で
行
わ
れ
た
。
経
営
学
部

長
に
蔡

錫
教
授
、
商
学
部
長
に
渡
辺
達
朗
教
授
が

選
出
さ
れ
た
。
経
済
学
部
長
の
内
山
哲
朗
教
授
、
文

学
部
長
の
廣
瀬
玲
子
教
授
、
人
間
科
学
部
長
の
山
上

精
次
教
授
は
再
任
さ
れ
た
。
就
任
は
本
年
９
月
１
日

付
で
、
任
期
は
渡
辺
商
学
部
長
が
前
任
者
の
残
り
に

あ
た
る
２
０
１
７
年
８
月
末
ま
で
。
ほ
か
の
学
部
長

は
18
年
８
月
末
ま
で
。

　
新
任
の
２
学
部
長
に
、
学
部
の
特
色
や
求
め
る
学

生
像
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。

新
学
部
長
に
聞
く「

実
学
」を
身
に
つ
け
よ
う

学
生
の
成
長
を
手
助
け

渡
わ

た

辺
な

べ

　
達

た

つ

朗
ろ

う

　
商
学
部
長

蔡
チ

ェ

　

錫
ソ

ク

　 

経
営
学
部
長

イ 

ン

公
開
講
座
情
報

専
修
大
学
１
４
０
周
年
記
念

事
業
「
目
賀
田
種
太
郎
と
近

代
日
本
　
教
育
者
・
法
律
家

・
官
僚
と
し
て
」

　
専
修
大
学
創
立
者
の
一

人
、
目
賀
田
種
太
郎
（
１
８

５
３
〜
１
９
２
６
）
の
人
物

と
業
績
を
紹
介
す
る
。
専
修

大
学
の
設
立
に
関
す
る
文
書

や
勝
海
舟
ら
と
の
交
流
を
示

す
書
簡
な
ど
貴
重
な
資
料
を

展
示
。
専
修
大
学
図
書
館
が

所
蔵
す
る
和
書
を
中
心
と
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
も
同
時

開
催
。
日
髙
義
博
理
事
長
の

講
演
（
10
月
８
日
・
土
）
な

ど
関
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
講
座

な
ど
も
。

▽
日
時

９
月
17
日
（
土
）

〜
11
月
６
日
（
日
）
10
時
〜

18
時
（
入
館
締
め
切
り
17
時

30
分
）
▽
会
場

た
ば
こ
と

塩
の
博
物
館
（
東
京
都
墨
田

区
横
川
１
｜
16
｜
３
）
２
階

特
別
展
示
室
▽
観
覧
料

一

般
・
大
学
生
３
０
０
円
／
小

・
中
・
高
校
生
１
０
０
円
／

65
歳
以
上
１
５
０
円

旴
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
☎

03
・
３
６
２
２
・
８
８
０
１

専
修
大
学
・
専
修
大
学
玉
名

高
等
学
校
「
社
会
知
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
」

　
森
田
隼
人
氏
（
平
12
経
営

シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）「
地
域
社

会
で
光
る
社
会
知
性
〜
健
康

な
体
と
き
れ
い
な
水
を
守

る
。」
と
熊
木
洋
太
文
学
部

教
授
「
防
災
・
減
災
に
つ
な

が
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

か
し
方
」
の
講
演
の
ほ
か
熊

本
地
震
で
の
玉
名
市
の
対
応

に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
る
。

▽
日
時

10
月
１
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
17
時
▽
会
場

熊
本
県
玉
名
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
（
玉
名
市
岩
崎
１
５
２

｜
２
）
※
事
前
申
し
込
み
が

必
要
、
入
場
無
料

旴
専
修
大
学
玉
名
高
等
学
校

☎
０
９
６
８
・
72
・
４
１
５

１大
学
院
経
済
学
研
究
科
政
策

科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
社
会

の
ハ
ブ
に
な
る
人
材
を
育
て

る
に
は
〜
社
会
的
起
業
教
育

の
あ
り
方
〜
」

▽
日
時

10
月
30
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
17
時
▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教

室
▽
基
調
講
演

北
池
智
一

郎
氏
（
㈱
タ
ウ
ン
キ
ッ
チ
ン

代
表
取
締
役
）
／
大
北
博
一

氏
（
キ
リ
ン
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｖ
本
部

Ｃ
Ｓ
Ｖ
推
進
部
主
幹
）
▽
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

北
池
氏
／
大
北
氏
／
徳
田
賢

二
経
済
学
部
教
授
・
大
学
院

経
済
学
研
究
科
長
／
鈴
木
奈

穂
美
経
済
学
部
准
教
授
▽
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会

遠
山
浩
経
済
学
部
教
授
※
入

場
無
料

旴
大
学
院
事
務
課
・
生
田
☎

０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
７

１
／
神
田
☎
03
・
３
２
６
５

・
６
５
６
８

　
市
役
所
職
員
と
し
て
、
被

災
者
と
し
て
東
日
本
大
震
災

と
ど
う
向
き
合
っ
た
か
｜

｜
。
文
学
部
創
立
50
周
年

記
念
企
画
「『
東
日
本
』
と

『
阪
神
』
｜
大
学
生
が
歩
い

た
被
災
地
の
記
憶
｜
」（
８

月
６
日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
）

前
号
既
報

で
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
職
員

（
大
島
出
張
所
長
）
の
菊
田

隆
二
さ
ん
（
56
歳
）
が
過
酷

な
体
験
を
語
っ
た
。
昨
年
９

月
、
人
間
科
学
部
（
２
０
０

９
年
度
ま
で
文
学
部
）
社
会

学
科
の
社
会
調
査
実
習
（
担

当
・
嶋
根
克
己
教
授
）
で
学

生
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
た
の
が
縁
で
、
今
回
の

講
演
と
な
っ
た
。

　
震
災
発
生
時
（
11
年
３
月

11
日
）
市
民
生
活
部
に
所
属

し
て
い
た
菊
田
さ
ん
は
、
翌

日
か
ら
遺
体
安
置
所
で
の
受

け
入
れ
に
追
わ
れ
た
。
自
宅

は
気
仙
沼
湾
に
浮
か
ぶ
大

島
。
連
日
の
激
務
で
島
に
帰

り
着
い
た
の
は
約
１
週
間
後

だ
っ
た
。
家
は
津
波
で
流
出

し
、
行
方
不
明
だ
っ
た
妻
と

は
遺
体
安
置
所
で
対
面
し

た
。

　
人
口
約
３
２
０
０
人
だ
っ

た
大
島
の
死
者
・
行
方
不
明

者
は
31
人
。
家
屋
被
害
の
大

き
さ
に
対
し
人
的
被
害
が
人

口
の
１
％
と
小
さ
か
っ
た
こ

と
、
死
者
の
尊
厳
を
守
る
た

め
県
内
で
い
ち
早
く
ご
遺
体

の
仮
埋
葬
（
土
葬
）
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
な
ど
を
と
つ
と

つ
と
語
っ
た
。

　「
震
災
後
に
一
番
大
切
と

感
じ
た
も
の
は
何
か
」
と
昨

年
学
生
に
問
わ
れ
、
答
え
に

詰
ま
っ
た
菊
田
さ
ん
。「
水
、

食
料
、
薬
、
電
気
、
情
報
が

頭
に
浮
か
ん
だ
が
、
ど
れ
も

本
質
的
な
答
え
で
は
な
い
気

が
し
た
。
学
生
さ
ん
の
真し

ん

摯し

さ
に
打
た
れ
、
ず
っ
と
自
問

し
て
き
ま
し
た
」
と
言
う
。

　
考
え
抜
い
た
答
え
は
「
生

き
て
や
る
と
い
う
強
い
意

志
」
だ
っ
た
。「
無
事
だ
っ

た
娘
や
孫
を
見
て
、
よ
く
ぞ

生
き
て
い
た
と
思
っ
た
。
妻

を
亡
く
し
て
打
ち
の
め
さ
れ

た
が
、
こ
の
子
ら
の
た
め
に

生
き
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
」

　
被
災
地
で
聞
き
取
り
調
査

を
続
け
る
嶋
根
、
大
矢
根
淳

両
教
授
が
、
公
務
に
携
わ
る

人
の
職
責
と
個
人
的
な
立
場

の
葛
藤
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

左から質問に答える菊田さんと嶋根、大矢根両教授

被
災
の
気
仙
沼
市
職
員
語
る


